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No.242 第３回定例会
８月27日～９月30日

令和８年（2026年）令和８年10月30日発行

傍聴のご案内
　本会議、委員会は、傍聴券
の交付を受ければ、どなたで
も傍聴することができます。
　市庁舎３階の
受付カウンターま
でお気軽にお越
しください。

２～４面★一般質問
　　５面★第３回定例会 議案審議結果一覧表
６～７面★委員会の審査から　★令和７年度決算審査について
　　　　★常任委員会の活動状況　★可決した主な議案の内容
　　８面★意見書・決議（要旨）　★会派の動き
　　　　★本会議の質疑から
　　　　★令和７年度政務活動費の収支報告について
　　　　★第９回高校生との意見交換会の開催について　
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２７日から９月３０
日まで３５日間にわたり開催され、議
案４２件、請願５件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案３３件を
可決、承認、認定、同意しました。
　議員提出議案は５件を可決、４件
を否決しました。
　また、市民から提出された請願は
１件を採択、４件を不採択としまし
た。

１２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

１１
３０
㊊
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
） 

議
会
運
営
委
員
会

１２
１
㊋
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

３
㊍
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

４
㊎

本
会
議（
一
般
質
問
）

７
㊊

８
㊋

９
㊌

１０
㊍
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１１
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１４
㊊
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１５
㊋
常
任
委
員
会
予
備
日

２３
㊌
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

１１
月
３０
日（
月
）午
後
５
時

で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
般
会
計
（
第
２
号
及
び
第
３

号
合
算
）
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
９
月
補
正
予
算
額
は
５９
億
４
４

６
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
地
方
交
付
税
…
△
５
億
２
４

４
２
万
８
千
円
、
使
用
料
及
び
手

数
料
…
△
８１
万
３
千
円
、
国
庫
支

出
金
…
△
８
９
８
６
万
円
、
都
支

出
金
…
△
２
７
６
０
万
９
千
円
、

財
産
収
入
…
７
２
０
万
円
、
繰
入

金
…
９
億
２
３
８
７
万
５
千
円
、

繰
越
金
…
５３
億
８
１
８
４
万
円
、

諸
収
入
…
△
５
億
３
５
０
１
万
円
、

市
債
…
△
７
億
１
２
０
０
万
円
で

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。総

　
務
　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…

３２
億
４
５
３
万
２
千
円
。

民
　
生
　
費

　

保
育
・
幼
稚
園
費
の
保
育
・
幼

稚
園
事
務
費
…
９
億
３
２
６
３
万

６
千
円
。衛

　
生
　
費

　

市
民
病
院
費
の
病
院
事
業
会
計

費
…
８
億
円
。

土
　
木
　
費

　

街
路
整
備
費
の
都
計
道
３
・
４

・
１９
（
矢
部
）
築
造
事
業
費
…
△

５
億
４
７
６
２
万
１
千
円
、
公
園

緑
地
費
の
都
市
公
園
費
…
△
５
億

７
９
９
５
万
５
千
円
。

く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

町
田
市
議
会
議
員
一
同
は
、
８

月
２８
日
に
義
援
金
と
し
て
、
３６
万

円
を
九
州
市
議
会
議
長
会
の
災
害

義
援
金
口
座
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
に
よ

り
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
、
深

令
和
８
年
度

９
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

９
月
補
正
予
算
を

９
月
補
正
予
算
を
可
決
可
決

令
和
７
年
度
決
算
を

令
和
７
年
度
決
算
を
認
定
認
定

町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai

議会の情報などをどんどん発信
しています。右上の２次元コード
より、フォローをお願いします！

X（旧 Twitter）で発信しています！

詳細は以下よりご覧いただけます。

▲「町田市の予算」のページ

令
和
８
年

熊
本
地
震
に
対
す
る
義
援
金

の
送
金
に
つ
い
て

令和８年度（２０２６年度）９月補正　会計別予算構成表
( 単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一 般 会 計 209,638,674 60.0 4,423,195
（2号・3号合算） 214,061,869 60.3 

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 39,912,909 11.4 606,862 40,519,771 11.4 
介 護 保 険 
事 業 会 計 43,315,962 12.4 743,168 44,059,130 12.4 
後期高齢者医療 
事 業 会 計 16,039,053 4.6 124,314 16,163,367 4.6 
鶴川駅南土地区画整理 
事 業 会 計 1,571,500 0.5 5,902 1,577,402 0.4 
下水道事業会計 19,357,033 5.6  101 19,357,134 5.5 

収 益 的 12,505,412 3.6 20,201 12,525,613 3.6 
資 本 的 6,851,621 2.0 △ 20,100 6,831,521 1.9 

病 院 事 業 会 計 19,296,310 5.5 924 19,297,234 5.4 
収 益 的 17,081,469 4.9 924 17,082,393 4.8 
資 本 的 2,214,841 0.6 0 2,214,841 0.6 

小　計 139,492,767 40.0 1,481,271 140,974,038 39.7 
合　　計 349,131,441 100.0 5,904,466 355,035,907 100.0 

２０２６年３月にオープンした成瀬子どもクラブ「なるるん」２０２６年３月にオープンした成瀬子どもクラブ「なるるん」

集会室集会室

乳幼児室乳幼児室

遊戯室遊戯室
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大
野
ま
こ
と
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
災
害
に
備
え
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
４８

の
立
場
で
避
難
所
の
整
備
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
の
水
没
対
策
を
求
め
る
。

　
防
災
安
全
部
長
　
都
指
針
に
沿

っ
て
、
生
活
環
境
等
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
災
害
用
ト
イ
レ
は

協
定
な
ど
多
様
な
手
段
を
確
保
し
、

炊
き
出
し
釜
で
温
か
い
食
事
の
提

供
が
可
能
、
状
況
に
応
じ
て
段
ボ

ー
ル
簡
易
ベ
ッ
ド
の
供
給
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
部
長
　
対
策
と
し
て
、
側

　
小
沢
タ
ケ
ル（
自
由
民
主
党・日
本
維
新
の
会
）

　
問
→
動
画
に
よ
る
情
報
発
信
の

有
用
性
へ
の
認
識
と
現
状
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
情
報
発
信
媒

体
と
し
て
有
用
と
意
識
し
て
い
ま

す
。
町
田
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
０９
年
に
開
設
し
、
以
来
、
多

く
の
動
画
を
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
動
画
を
含
め
多
様
な
媒
体

を
適
切
に
使
い
分
け
な
が
ら
、
効

率
的
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
小
山
田
エ
リ
ア
に
お
け
る

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問
→
小
山
田
南
小
学
校
で
令
和

６
年
１２
月
か
ら
始
ま
っ
た
陰
山
メ

ソ
ッ
ド
の
取
組
の
成
果
は
。

　
指
導
室
長
　
令
和
８
年
度
の
全

国
調
査
で
小
山
田
南
小
は
、
２５
年

度
か
ら
国
語
は
８
ポ
イ
ン
ト
、
算

数
は
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
教
育
活
動
の
成
果
が

現
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
漢
字
前
倒
し
学
習
で
学
年

の
漢
字
を
習
熟
し
て
漢
和
辞
典
活

用
に
よ
る
熟
語
習
熟
の
意
義
は
。

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
混
雑
時
、
信
号
を
最
適
化

す
る「
ス
マ
ー
ト
信
号
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
に
向
け
た
考
え
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
警
視
庁
か
ら
の
協

力
の
要
請
が
あ
っ
た
際
に
は
、
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
→
忠
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
認
識
か
。

　
市
長
　
市
と
地
域
の
皆
様
に
よ

る
徹
底
的
な
議
論
か
ら
形
づ
く
ら

れ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
が
忠

　
お
ぜ
き
重
太
郎（
自
由
民
主
党・日
本
維
新
の
会
）

　
問
→
救
急
応
需
率
向
上
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行

い
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　
病
院
事
業
管
理
者
　
ベ
ッ
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
強
化
な
ど
の
結
果
、

２６
年
４
月
か
ら
７
月
で
応
需
率
７７

・
９
％
と
な
り
、
２５
年
度
か
ら
９

・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
救
急
医
療
体
制
の
強
化
は
、

病
院
経
営
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
か
。

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
→
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す

上
で
、
東
京
都
の
制
度
も
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
保
留
児
童
の
保
護
者
も

利
用
可
能
と
な
り
ま
す
東
京
都
の

事
業
者
連
携
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

利
用
支
援
事
業
の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問
→
単
身
高
齢
者
が
万
一
の
事

態
に
陥
っ
た
際
の
た
め
に
、
横
須

賀
市
の
「
終
活
登
録
事
業
」
の
仕

　
友
井
和
彦
（
諸
派
）

　
問
→
豪
雨
へ
の
備
え
と
し
て
、

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
の
冠
水
対
策

を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
側
溝
や
排
水
ピ
ッ

ト
の
清
掃
、
排
水
ポ
ン
プ
の
点
検

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
象
情

報
の
注
視
と
迅
速
な
情
報
把
握
を

行
い
、
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
物
価
高
・
イ
ン
フ
レ
へ
の

支
援
と
し
て
、
都
市
計
画
税
の
課

税
を
な
く
す
こ
と
も
で
き
る
が
。

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問
→
地
域
の
実
情
を
熟
知
し
た

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

迅
速
に
応
急
復
旧
活
動
を
進
め
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
平
時
か
ら
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
で
、

一
体
と
な
っ
て
従
事
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

情
報
交
換
を
重
ね
、
応
急
復
旧
体

制
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
問
→
不
適
物
の
混
入
を
減
ら
す

た
め
、
収
集
袋
に
さ
ら
に
分
か
り

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
多
く
の
市
民
か
ら
夏
期
学

校
プ
ー
ル
開
放
を
求
め
る
声
が
集

ま
っ
た
。
市
は
か
た
く
な
に
廃
止

方
針
だ
が
、
市
民
の
声
を
聴
く
と

す
る
市
長
の
公
約
と
の
整
合
性
は
。

　
市
長
　
し
っ
か
り
と
市
民
の
声

を
聞
い
た
上
で
政
策
判
断
に
結
び

つ
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
回

も
そ
の
基
本
的
な
方
針
は
変
え
る

つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
民
営
化
で
き
な
け
れ
ば
廃

止
さ
れ
る
桜
実
会
の
存
続
の
た
め

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
土
地
・
建
物
を
市
が
所
有

す
る
町
田
リ
ス
園
は
、
市
の
事
業

か
、
運
営
法
人
の
自
主
事
業
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
慣
例
的
に
協

働
で
事
業
を
行
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
一
概
に
割
り
切
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
今
後
、
整
理
し
て
い
く

べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
現
在
の
町
田
リ
ス
園
は
市

の
公
の
施
設
で
は
な
い
の
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
維
持
管
理
、

運
営
に
つ
い
て
は
、
そ
の
土
地
建

　
加
藤
真
彦（
自
由
民
主
党・日
本
維
新
の
会
）

　
問
→
Ｄ
地
区
の
集
客
施
設
整
備

に
つ
い
て
。

　

市
長　
２
０
０
０
席
か
ら
３
０

０
０
席
規
模
の
集
客
施
設
と
広
場

が
融
合
し
た
モ
リ
ノ
ホ
ー
ル
＋
パ

ー
ク
の
整
備
を
目
指
す
こ
と
を
決

断
い
た
し
ま
し
た
。

　
問
→
週
５
日
収
集
体
制
に
向
け

た
進
捗
状
況
は
。

　
環
境
政
策
課
長
　
安
定
的
な
収

集
体
制
確
保
の
た
め
、
週
５
日
収

集
へ
の
移
行
が
必
要
と
考
え
、
検

溝
や
排
水
ピ
ッ
ト
の
清
掃
、
排
水

ポ
ン
プ
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の

対
象
拡
大
・
補
助
増
額
を
求
め
る
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
対
象
者

の
拡
充
や
助
成
額
の
引
上
げ
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
助
成
を
近
隣
市
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

　
保
健
所
長
　
２６
年
１０
月
か
ら
の

助
成
は
市
内
で
始
め
、
接
種
実
績

を
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

里
山
環
境
再
生
・
活
用
に
つ
い
て
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
２４
年

度
に
基
本
構
想
を
策
定
し
、
民
間

活
力
導
入
に
向
け
た
課
題
な
ど
を

整
理
し
ま
し
た
。
担
い
手
が
圧
倒

的
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
小
山
田
エ
リ
ア
の

拠
点
施
設
整
備
を
見
据
え
、
散
策

や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
等
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
農
業
体
験
、
木

工
体
験
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く

り
に
向
け
た
実
証
実
験
イ
ベ
ン
ト

を
２６
年
度
中
に
実
施
し
ま
す
。

　
指
導
室
長
　
国
語
科
の
指
導
方

法
及
び
指
導
計
画
の
工
夫
の
一
つ

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
基
礎
・
基
本
を
徹
底
し
た

結
果
、
記
述
式
な
ど
応
用
力
を
問

う
問
題
も
大
き
く
伸
び
、
無
答
が

減
っ
た
こ
と
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

　
指
導
室
長
　
基
礎
的
、
基
本
的

知
識
及
び
技
能
の
定
着
に
よ
っ
て

児
童
が
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
を
問
う
記
述
式
問
題
に
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た

可
能
性
は
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

生
地
域
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
リ
ニ
ア
・
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
・
小
田
急
多
摩
線
な
ど
広

域
交
通
の
整
備
動
向
を
踏
ま
え
た

忠
生
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う
。

　
市
長
　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

充
実
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
の
思
い
を
真
摯
に

受
け
止
め
な
が
ら
、
地
区
の
魅
力

を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
病
院
事
業
管
理
者
　
救
急
車
か

ら
の
入
院
割
合
は
３０
％
程
度
を
維

持
し
、
新
規
入
院
患
者
数
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
経
営
改
善
に
寄
与

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
救
急
科
の
開
設
を
含
め
、

今
後
ど
の
よ
う
に
救
急
医
療
体
制

を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
病
院
事
業
管
理
者
と
緊

密
に
連
携
し
、
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
科
設
置

は
、
２７
年
度
に
で
き
る
だ
け
早
期

に
設
置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
国
が
検

討
し
て
い
る
第
二
種
社
会
福
祉
事

業
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と

し
て
、
流
産
や
死
産
等
を
経
験
さ

れ
た
方
へ
の
産
後
ケ
ア
利
用
を
。

　
保
健
所
長
　
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

現
在
、
流
産
、
死
産
を
経
験
さ
れ

た
方
へ
の
産
後
ケ
ア
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
長
　
議
員
の
ご
意
見
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
今
後
の
計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
→
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
「
ボ
ー
ル
遊
び
」
が
で
き
る

公
園
の
拡
大
を
求
め
る
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
管
理
方

法
や
ほ
か
の
公
園
利
用
者
へ
の
影

響
な
ど
を
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
方
々
と
話
し
合
い

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
る
と
い
う
検
討
は
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
す
い
注
意
書
き
の
工
夫
を
提
案
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
袋
の

注
意
書
き
や
市
民
へ
の
普
及
啓
発

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
生
成
物
の
活
用
は
、
負
担

が
重
く
、
一
定
の
支
援
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
環
境
政
策
課
長
　
陶
磁
器
や
廃

食
用
油
な
ど
を
地
域
で
無
料
回
収

し
て
資
源
化
し
て
い
ま
す
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
で
回
収
す
る
予
定
で
す
。

ま
ず
は
市
へ
ご
相
談
い
た
だ
い
て
、

解
決
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

減
免
措
置
を
含
む
配
慮
を
求
む
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
他
市
事

例
等
も
参
考
に
必
要
な
条
件
等
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
→
半
年
に
迫
っ
た
花
博
に
お

い
て
交
通
対
策
と
町
田
の
宣
伝
を
。

　
経
済
観
光
部
長
　
南
町
田
グ
ラ

ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅
の
ブ
ー
ス
で

は
、
市
の
花
や
緑
に
関
連
し
た
施

設
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

　
道
路
部
長
　
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
を

運
営
す
る
業
者
へ
協
力
依
頼
な
ど

を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

物
を
無
償
で
借
り
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
町
田
リ
ス
園
が
行
っ
て
お
り
、

公
の
施
設
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
公
の
施
設
と
す
る
に
は
設

置
条
例
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
場
合
、
運
営
手
法
は
市
の
直

営
か
指
定
管
理
者
制
度
に
限
ら
れ

る
の
か
。
他
の
方
法
は
あ
る
の
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
公
の
施
設
の

管
理
は
、
地
方
自
治
法
上
、
市
が

直
接
運
営
す
る
か
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
運
営
を
委
託
す

る
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
→
町
田
市
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
市
の
認

識
は
。

　
市
民
部
長
　
利
便
性
向
上
と
財

政
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
課
題
を
解
消
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
設
置
す
る
意
義
は

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
課
題
に

は
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
の
仕
組
み
に

関
わ
る
こ
と
も
含
ま
れ
、
国
や
都

に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機

会
を
捉
え
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

　各議員のタイトル下から一般質
問の録画映像にアクセスできます。
※�動画の再生には別途通信料がかか
る場合があります。

　９月１日から４日、７日の５日間にわた
り、３４名の議員が市政を取り巻く諸問題
について、意見・提案を交えながら、市長
などの考えをただしました。質問、答弁の
要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

切
れ
目
の
な
い
支�

援
体
制
の
充
実
を

災
害
の
備
え
、
生�

活
支
援
の
改
善
を

災
害
協
定
／
プ
ラ�

ご
み
／
生
ご
み

夏
期
学
校
プ
ー
ル�

開
放
を
求
め
！

市
街
地
／
ご
み
収�

集
／
パ
ス
ポ
ー
ト

市
民
病
院
救
急
科�

開
設
へ
前
進
！

豪
雨
・
経
済
対
策�

・
子
育
て
支
援

陰
山
メ
ソ
ッ
ド
に�

よ
る
教
育
の
成
果

動
画
の
情
報
発
信�

／
里
山
環
境
活
用

交
通
渋
滞
対
策
に�

Ａ
Ｉ
の
活
用
を

町
田
リ
ス
園
は�

市
の
施
設
な
の
か
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森
じ
ゅ
ん
子
（
公
明
党
）

　
問
→
長
期
休
業
中
の
午
前
８
時

か
ら
の
利
用
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
特
別
保
育
は
、
１０
年
７

月
か
ら
開
始
し
、
当
初
の
利
用
率

は
約
９
％
で
し
た
が
、
現
在
は
約

２０
％
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
定
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
障
が
い
児
通
所
支
援
事
業

所
の
第
三
者
評
価
に
つ
い
て
、
受

審
費
用
へ
の
支
援
を
検
討
で
き
な

　
田
中
み
ほ
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
小
学
校
に
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
支
援
策
と
し
て
有
効
な

手
法
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
財
源

の
確
保
に
加
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
対
応
す
る

た
め
の
活
動
内
容
や
運
用
形
態
等
、

引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
昼

食
費
相
当
の
支
給
は
実
態
に
合
わ

せ
て
制
度
設
計
を
。

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
２７
年
度
の
国
保
税
の
値
上

げ
を
中
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
市
で
は

保
険
税
収
入
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
１０
億
円
以
上
を
赤
字
補
塡
と

し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度
を

安
定
的
、
持
続
的
に
運
営
す
る
た

め
、
２７
年
度
以
降
も
計
画
に
基
づ

い
た
適
正
な
保
険
税
率
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
女
性
支
援
新
法
に
基
づ
く
、

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
戦
後
８１
年
、
国
連
憲
章
と

憲
法
に
基
づ
く
平
和
外
交
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
戦
争
と
平
和
に
つ

い
て
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。

　
市
長
　
相
互
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
歴
史
的
な
事
実
を
多
面

的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
語
り
継
い
で
、
失
わ
れ
た

命
の
尊
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
非

常
に
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
市
民
の
生
存
権
を
保
障
す

　
ふ
じ
た
学
（
諸
派
）

　
問
→
ス
ポ
ー
ツ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
シ
テ
ィ
の
具
現
化
を
。

　
市
長
　
市
全
域
で
町
田
の
ス
ポ

ー
ツ
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
問
→
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
と

連
動
し
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

の
創
出
を
。

　
農
業
委
員
会
会
長
　
有
機
農
業

者
、
慣
行
農
業
者
も
互
い
の
技
術

や
役
割
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
い
、

　
馬
部
ゆ
き
ま
さ
（
公
明
党
）

　
問
→
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

ド
ロ
ー
ン
操
縦
訓
練
の
成
果
を
市

民
に
披
露
す
る
場
を
設
け
て
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
消
防
団
に
は

都
よ
り
貸
与
さ
れ
た
ド
ロ
ー
ン
が

２
台
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
市
民

の
防
災
意
識
向
上
に
資
す
る
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
披

露
す
る
場
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
市
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者

支
援
の
現
状
は
。

　
熊
沢
あ
や
り（
自
由
民
主
党・日
本
維
新
の
会
）

　
問
→
リ
ス
園
を
障
が
い
を
持
っ

た
方
が
安
全
に
安
心
し
て
働
け
る

環
境
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ

き
か
。

　
総
務
部
長
　
引
き
続
き
運
営
法

人
の
方
と
丁
寧
な
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
公
の
施
設
へ
向
け
て
必
要

な
手
続
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
問
→
庁
舎
や
新
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
で
、
食
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
関
係
支
援
機

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
み
ら
い
）

　
問
→
町
田
駅
周
辺
再
開
発
は
何

の
た
め
に
行
い
、
市
が
最
も
重
視

し
て
い
る
効
果
は
何
か
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
経
済
効
果
が
重
要

だ
と
考
え
、
持
続
可
能
な
ま
ち
、

将
来
も
活
気
あ
ふ
れ
る
、
に
ぎ
わ

い
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
す
た
め
に

実
施
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
再
開
発
専
門
の
部
署
を
立

ち
上
げ
、
中
心
市
街
地
に
事
務
所

を
設
置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
岩
瀬
和
子（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等

に
対
し
、
相
談
か
ら
死
後
事
務
ま

で
切
れ
目
な
く
支
援
を
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
家
財
処

分
や
葬
儀
の
手
続
に
つ
い
て
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
親
族
の
代

わ
り
に
対
応
す
る
民
間
事
業
者
が

あ
る
こ
と
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

２７
年
４
月
か
ら
は
、
町
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
７５
歳
以
上

の
身
近
に
頼
れ
る
親
族
が
い
な
い

方
な
ど
を
対
象
に
、
終
身
サ
ポ
ー

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
→
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総
合

戦
略
２
０
２
６
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
神
蔵
副
市
長
　
こ
れ
ま
で
の
戦

略
の
方
向
性
を
堅
持
し
つ
つ
、
戦

略
１
で
は
Ａ
Ⅹ
の
推
進
を
、
戦
略

２
で
は
ト
レ
ン
ド
化
す
る
シ
ス
テ

ム
共
同
化
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

明
確
化
し
た
こ
と
で
す
。

　
問
→
町
田
市
に
資
す
る
多
文
化

共
生
社
会
へ
の
取
組
強
化
が
必
要

だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　
堀
副
市
長
　
町
田
市
多
文
化
共

　
森
本
せ
い
や
（
諸
派
）

　
問
→
物
価
、
人
件
費
、
金
利
上

昇
等
社
会
変
化
の
大
き
さ
は
予
想

を
上
回
る
。
２
０
２
７
年
度
に
向

け
、
市
の
舵
取
り
を
ど
う
行
う
か
。

　
市
長
　
将
来
に
わ
た
り
市
民
の

皆
様
が
安
心
と
愛
着
、
そ
し
て
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
誇
れ
る
町

田
を
実
現
す
べ
く
、
強
い
決
意
を

持
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
問
→
災
害
時
は
ペ
ッ
ト
「
同
行

避
難
」
が
推
奨
さ
れ
る
。
避
難
所

開
設
訓
練
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

　
イ
ス
レ
ス
つ
ば
さ（
ま
ち
だ
み
ら
い
）

　
問
→
亡
く
な
っ
た
ペ
ッ
ト
の
引

取
り
窓
口
を
ご
み
収
集
課
か
ら
変

更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
動
物
愛
護
や
公
衆
衛
生

を
所
管
す
る
保
健
所
を
新
た
な
窓

口
と
す
る
こ
と
で
、
現
在
検
討
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

の
同
行
避
難
に
つ
い
て
、
市
の
取

組
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
ペ
ッ
ト
の
滞

在
ス
ペ
ー
ス
は
避
難
施
設
関
係
者

い
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
今
後
、
市

内
事
業
者
の
受
審
ニ
ー
ズ
、
ま
た

他
市
の
補
助
事
例
で
す
と
か
、
第

三
者
評
価
受
審
の
実
態
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
→
市
民
の
環
境
行
動
を
促
す

た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
取

組
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

　
環
境
政
策
課
長
　
Ｅ
―
Ｃ
Ｏ
ｔ

ｏ
ナ
ビ
を
使
用
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
環
境
に
関
す
る
情
報

発
信
に
つ
い
て
も
検
証
予
定
で
す
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
給
食
代

替
費
補
助
金
事
業
に
お
い
て
、
新

た
に
不
登
校
を
対
象
と
す
る
方
向

で
他
市
事
例
な
ど
を
参
考
に
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
→
満
足
度
調
査
を
も
と
に
中

学
校
の
給
食
時
間
を
延
ば
す
べ
き
。

　
学
校
教
育
部
長
　
給
食
時
間
に

各
中
学
校
を
訪
問
し
、
喫
食
状
況

を
確
認
、
対
策
を
実
施
し
て
い
る

学
校
に
は
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。
各
校
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取

組
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
策
の
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
民
部
長
　
策
定
中
の
第
６
次

町
田
市
男
女
平
等
推
進
計
画
は
、

専
門
的
支
援
を
包
括
的
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
の
協
働

に
よ
る
早
期
か
つ
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
、
連
携

強
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
地
域
生
活
支
援
事
業
の
移

動
支
援
事
業
を
中
学
生
以
上
か
ら

小
学
生
ま
で
拡
充
す
べ
き
だ
が
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
他
市
の
状
況

等
を
注
視
し
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

る
市
の
下
水
道
の
「
水
の
官
民
連

携
」
導
入
は
や
め
る
べ
き
だ
が
。

　
下
水
道
部
長
　
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
さ
ら
な
る
向
上
や
経
営
の
安
定

化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
計
画
は
、
芹
ヶ
谷
公
園
、

版
画
美
術
館
、
博
物
館
、
考
古
の

役
割
と
魅
力
を
生
か
す
べ
き
だ
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
芸

術
の
杜
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
公

園
が
ア
ー
ト
に
親
し
む
入
り
口
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
経
営
し
て
い

く
農
業
者
を
支
援
し
、
市
農
業
の

振
興
に
一
助
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
受
動
喫
煙
防
止
と
オ
ー
バ

ー
ド
ー
ズ
、
薬
物
乱
用
防
止
対
策

と
教
育
の
強
化
を
。

　
保
健
所
長
　
関
係
機
関
等
と
の

連
携
に
よ
る
相
談
支
援
の
充
実
な

ど
を
通
じ
、
市
民
の
生
命
と
健
康

を
守
り
育
む
意
識
の
醸
成
や
体
制

の
構
築
を
進
め
、
積
極
的
に
市
民

の
健
康
増
進
や
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
２０
年
度
以
降

の
６
年
間
で
５
件
あ
り
、
年
間
１

件
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
も
、
都
の
被
害
者
等

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
高
齢
者
へ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
公
費

助
成
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
重
症
化
予
防
効
果

や
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
国
に
お

い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
の
た

め
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

関
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
公
共

施
設
へ
の
出
店
に
つ
い
て
も
、
関

係
部
署
に
働
き
か
け
、
出
店
誘
導

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
市
内
飲
食
店
に
お
い
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
で
き
る
よ
う

連
携
に
努
め
ら
れ
て
は
ど
う
か
。

　
市
長
　
業
界
の
関
係
団
体
と
と

も
に
安
全
安
心
で
大
切
な
家
族
や

仲
間
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

笑
顔
で
食
事
が
で
き
る
、
優
し
さ

と
安
心
に
満
ち
た
町
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
事
業
の
進
捗
に
応

じ
て
適
切
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
民
間
投
資
を
促
す
た
め
、

民
間
事
業
者
中
心
の
協
議
体
を
設

置
し
、
市
に
提
言
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
様
々
な
地
区
ご
と

に
協
議
体
を
設
け
、
ど
う
進
め
て

い
く
か
、
民
間
の
知
恵
を
最
大
限

引
き
出
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検

討
を
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
事
業
で
あ
る
ま
ち
だ
あ
ん
し
ん

終
活
便
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
問
→
鶴
川
駅
開
業
１
０
０
周
年

を
契
機
に
鶴
川
の
歴
史
や
文
化
を

次
世
代
に
継
承
を
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
現
在
、

開
業
１
０
０
周
年
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

２７
年
度
末
に
南
北
自
由
通
路
と
新

し
い
駅
舎
が
使
用
開
始
と
な
る
際

に
は
、
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
と

連
携
し
、
式
典
の
開
催
等
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

生
推
進
方
針
を
策
定
し
、
初
期
日

本
語
教
育
に
つ
い
て
、
市
が
責
任

を
持
っ
て
実
施
す
る
体
制
へ
と
移

行
、
庁
内
連
絡
会
を
再
構
築
し
、

双
方
が
不
安
な
く
生
活
で
き
る
ま

ち
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
災
害
廃
棄
物
処
理
等
の
協

定
は
あ
る
が
、
発
災
時
に
き
ち
ん

と
機
能
す
る
運
用
設
計
が
必
要
。

　
環
境
政
策
課
長
　
発
災
初
動
時

の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
作
成
予
定
で
、

事
業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
予
定
で
す
。

　
保
健
所
長
　
２５
年
１２
月
に
訓
練

を
初
め
て
実
施
し
、
今
後
の
開
催

も
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
物
価
や
労
務
費
の
高
騰
は

著
し
い
。
公
共
事
業
発
注
時
に
は
、

し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　
財
務
部
長
　
ナ
フ
サ
を
由
来
と

す
る
建
設
資
材
に
つ
い
て
、
経
費

が
生
じ
た
場
合
は
、
全
額
市
で
負

担
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
労
務
費
が
日

々
上
が
っ
て
い
る
要
因
も
含
め
て

実
態
確
認
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

連
絡
会
に
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

飼
い
主
に
対
し
て
は
、
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
防

災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
周

知
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
子
ど
も
食
堂
の
情
報
を
必

要
と
す
る
人
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
ま
ち
だ
子

育
て
サ
イ
ト
で
、
市
内
３９
か
所
の

一
覧
、
個
別
ペ
ー
ジ
も
作
成
し
掲

載
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
食
堂
マ

ッ
プ
を
掲
載
、
地
図
情
報
ま
ち
だ

へ
の
リ
ン
ク
も
載
せ
て
い
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高 

齢
者
等
へ
の
支
援

動
物
愛
護
／
子
ど 

も
食
堂
の
周
知

ド
ロ
ー
ン
・
犯
罪 

被
害
者
・
Ｒ
Ｓ

小
学
校
に
校
内
教 

育
支
援
セ
ン
タ
ー

学
童
・
第
三
者 

評
価
・
環
境
行
動

女
性
支
援
新
法
を 

生
か
し
た
市
政
を

町
田
駅
再
開
発
に 

民
間
活
力
導
入
を

ス
ポ
ー
ツ
イ
ノ
ベ 

ー
シ
ョ
ン
構
想

市
長
の
展
望
／
ペ 

ッ
ト
／
公
共
工
事

デ
ジ
タ
ル
総
合
戦 

略
／
多
文
化
共
生

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

町
田
を
目
指
し
て

戦
争
の
な
い
平
和 

な
日
本
と
世
界
を
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問
→
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
は
写
真
家

秋
山
氏
の
協
力
で
開
館
し
、
市
民

の
写
真
展
示
場
、
障
害
者
の
働
き

場
で
あ
り
、
廃
止
を
見
直
す
べ
き
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
寄

附
さ
れ
た
全
て
の
作
品
を
親
族
に

返
還
し
た
こ
と
で
、
当
初
の
目
的

の
一
つ
で
あ
っ
た
秋
山
氏
の
写
真

展
示
施
設
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、

現
在
は
文
化
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
を
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
→
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
前
田
げ
ん
き（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
基
礎
学
力

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
。

　
指
導
室
長
　
自
ら
文
字
を
書
く

こ
と
は
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
と
紙
の
教
材
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
資
質
、
能
力
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
→
教
科
書
選
定
基
準
に
お
け

る
郷
土
愛
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
。

　
指
導
室
長
　
郷
土
愛
の
醸
成
と

い
っ
た
観
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

選
定
基
準
に
地
域
性
に
合
っ
て
い

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
み
ら
い
）

　
問
→
全
量
プ
ラ
収
集
の
際
に
は

自
治
体
主
導
で
資
源
化
の
手
法
や

事
業
者
の
選
択
が
可
能
な
ル
ー
ト

の
採
用
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
加
え
、
製

品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
収
集
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
討
に

併
せ
て
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
樹
冠
被
覆
率
を
み
ど
り
の

指
標
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
都
の
考

　
う
の
つ
の
ぶ
こ
（
諸
派
）

　
問
→
町
田
市
立
博
物
館
が
６
月
、

ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
「
日

本
に
お
け
る
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
の
建
築
」
に
選
ば
れ
た
が
、

市
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
通

知
が
26
年
６
月
に
届
い
て
い
ま
す
。

建
物
の
保
存
を
義
務
づ
け
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
違
反
シ
ー
ル
貼
付
の
未
収

集
ご
み
袋
。
未
収
集
の
基
準
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
収
集
袋
越
し

　
佐
藤
伸
一
郎（
自
由
民
主
党
・
日
本
維
新
の
会
）

　
問
→
人
手
不
足
の
時
代
に
あ
っ

て
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
適
切
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る

た
め
、
市
の
職
員
定
数
の
考
え
方

と
、
人
財
確
保
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
環
境
変
化
へ
の
対
応
と

備
え
、
事
務
事
業
見
直
し
の
推
進
、

業
務
の
担
い
手
の
最
適
化
、
組
織

力
の
強
化
の
方
針
に
基
づ
き
、
27

年
度
か
ら
５
か
年
の
職
員
定
数
管

理
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問
→
令
和
８
年
８
月
の
千
葉
豪

雨
災
害
の
支
援
に
関
し
て
、
町
田

市
は
東
京
都
の
要
請
が
無
い
か
ら

と
言
う
理
由
で
支
援
の
体
制
を
取

っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
事
足
れ

り
で
良
い
の
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
各
自
治
体
が

独
自
に
被
災
地
へ
直
接
連
絡
を
取

り
、
支
援
の
申
出
を
行
う
こ
と
は

か
え
っ
て
現
地
の
負
担
を
増
や
し
、

混
乱
を
招
く
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

協
定
を
結
ん
で
い
る
都
市
は
別
と

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
み
ら
い
）

　
問
→
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
目
視
点
検
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
事
案
を

受
け
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
日
常
的
な

点
検
を
徹
底
す
る
よ
う
に
各
指
定

管
理
者
に
通
知
を
し
ま
す
。

　
問
→
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着

確
認
を
確
実
に
行
え
る
運
用
に
改

善
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
へ
い
死
動
物

へ
の
装
着
確
認
は
引
取
り
業
務
の

　
今
村
る
か
（
ま
ち
だ
み
ら
い
）

　
問
→
教
育
長
に
は
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
災
害
に
臨
機
応
変
に
対

応
し
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
決

意
を
保
護
者
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
教
育
長
　
学
校
が
安
心
で
き
る

場
所
で
あ
る
よ
う
、
そ
し
て
校
外

で
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
際

で
も
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る

と
と
も
に
、
保
護
者
等
へ
も
適
切

な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
最

善
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
複
数
の
団
地
を
再
配
置
し

　
は
せ
が
わ
圭
亮
（
無
所
属
）

　
問
→
住
宅
擁
壁
改
修
・
補
強
等

に
対
す
る
本
市
独
自
の
助
成
制
度

の
創
設
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
市
と
し

て
は
、
国
や
都
、
ほ
か
自
治
体
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
制
度

の
資
料
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
今
後
、
本
市
独
自
に
夜
間

中
学
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
都
内
に
８
校

の
夜
間
中
学
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
→
平
成
25
年
の
文
科
省
通
知

の
内
容
は
、
体
罰
等
に
関
し
て
は
、

相
談
を
受
け
た
時
点
で
市
教
委
に

報
告
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
る
が
、

市
教
委
の
認
識
は
ど
う
か
。

　
指
導
室
長
　
教
職
員
の
服
務
監

督
権
の
一
義
的
な
も
の
は
校
長
が

有
し
て
お
り
、
校
長
が
調
査
の
結

果
、
服
務
事
故
に
該
当
し
な
い
と

判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
報

告
を
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
問
→
性
暴
力
等
に
関
す
る
法
の

る
か
と
い
う
基
準
を
設
け
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
23
年
度
に
は
、
採

択
さ
れ
た
評
価
の
一
つ
と
し
て
、

「
６
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
町
田

市
の
鎌
倉
街
道
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
問
→
香
害
に
よ
る
登
校
困
難
児

童
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
。

　
学
校
教
育
部
長
　
香
害
に
限
ら

ず
、
個
々
の
状
況
に
よ
り
対
応
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
香
害
に
特
化

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
対
応
方
針

の
整
備
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

え
方
は
市
の
都
市
づ
く
り
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
整
合
性
が
あ
る
こ

と
、
ほ
か
自
治
体
と
の
比
較
に
お

い
て
も
数
値
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
鑑
み
、
新
た
な
指
標

を
採
用
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
→
予
算
編
成
、
政
策
立
案
、

事
業
評
価
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を

取
り
入
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
に

つ
い
て
市
の
認
識
は
。

　
市
民
部
長
　
理
念
は
各
事
業
に

反
映
さ
れ
て
お
り
、
特
別
に
位
置

づ
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

に
ル
ー
ル
に
沿
わ
な
い
も
の
の
混

入
が
明
ら
か
に
確
認
さ
れ
、
そ
の

場
で
排
出
者
に
ル
ー
ル
を
ご
案
内

で
き
な
い
場
合
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
公
園
の
指
定
管
理
者
公
募

の
仕
様
書
に
希
少
種
保
護
等
の
具

体
的
取
組
を
明
記
す
べ
き
で
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
個
別
の

取
組
を
必
須
項
目
と
し
て
明
記
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

外
来
生
物
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
議
を
行

い
、
必
要
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

職
員
に
は
、
困
難
に
直
面
し
た
際

に
、
で
き
な
い
理
由
を
探
す
の
で

は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き

る
か
を
常
に
問
い
続
け
る
気
概
の

あ
る
人
材
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
に
就
職
を
希
望
す

る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
神
蔵
副
市
長
　
町
田
市
に
は
職

員
一
人
一
人
の
多
様
な
価
値
観
や

や
り
た
い
こ
と
に
応
え
ら
れ
る
フ

ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

と
と
も
に
、
理
想
の
ま
ち
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

分
別
収
集
で
正
確
な
分
別
方
法
ＡＩ

と
収
集
運
搬
業
務
の
ＤＸ
化
と
は
。

　
環
境
政
策
課
長
　
Ｅ
―
Ｃ
Ｏ
ｔ

ｏ
ナ
ビ
は
、
ス
マ
ホ
で
Ａ
Ｉ
が
即

座
に
正
し
い
分
別
を
判
定
、
Ａ
Ｉ

収
集
ナ
ビ
は
、
収
集
業
務
の
効
率

化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
す
。

　
問
→
団
地
い
ち
ょ
う
通
り
街
路

樹
枯
損
原
因
は
切
り
株
に
切
込
み

を
入
れ
除
草
剤
塗
布
し
た
か
ら
か
。

　
道
路
部
長
　
切
れ
込
み
は
市
で

検
討
を
行
っ
て
お
り
一
概
に
そ
れ

だ
け
が
原
因
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

し
て
、
広
域
的
な
情
報
収
集
と
調

整
を
担
う
国
や
都
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
的
確
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
最
も
効
果
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
総
合
体
育
館
が
工
事
で
使

え
な
い
こ
と
で
、
畳
仕
様
の
武
道

場
が
使
用
で
き
な
い
が
、
他
の
代

替
え
施
設
を
確
保
さ
れ
る
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
既

存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
市
内
の
大

学
等
を
中
心
に
、
畳
の
敷
設
と
か

撤
去
作
業
の
運
用
方
法
も
含
め
た

調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
部
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
就
学
時
健
診
の
案
内
の
送

付
時
に
、
保
護
者
が
事
前
に
必
要

な
配
慮
を
申
し
出
る
仕
組
み
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
世
田
谷
区
な

ど
で
は
、
受
診
申
込
み
の
中
で
、

配
慮
を
要
す
る
場
合
、
記
載
で
き

る
欄
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
て
い
ま
す
。
町
田
市
も
、
他

市
の
事
例
を
参
考
に
、
市
の
状
況

を
確
認
し
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

居
住
者
環
境
の
充
実
と
ミ
ラ
イ
の

ま
ち
づ
く
り
の
用
地
を
確
保
す
べ

き
だ
が
、
団
地
再
配
置
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
大
規
模
団

地
の
再
配
置
、
再
生
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
各
団
地
の
地
域
特
性
や

団
地
事
業
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

周
辺
地
域
の
人
口
推
移
や
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
町
田
方
面
延
伸
な

ど
の
環
境
変
化
か
ら
、
居
住
ニ
ー

ズ
や
将
来
の
需
要
に
応
じ
た
再
配

置
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

設
置
予
定
が
な
い
こ
と
か
ら
調
査

の
実
施
ま
た
は
検
討
を
行
う
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
や
近
隣
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
予
定
さ
れ
て
い
る
野
津
田

公
園
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備
を
中

止
し
、
現
在
地
あ
り
き
で
な
く
市

民
と
協
議
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
市
民
の

期
待
の
声
も
あ
り
ま
す
の
で
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
ご
意
見
、
ご
質
問
に
つ

い
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

施
行
に
合
わ
せ
て
、
不
適
切
な
指

導
や
暴
力
も
、
性
暴
力
等
も
、
相

談
を
受
け
た
も
の
全
て
市
教
委
に

報
告
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
指
導
室
長
　
校
長
が
事
実
確
認

の
結
果
、
服
務
事
故
も
し
く
は
服

務
事
故
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
、
直
ち
に
報

告
す
る
も
の
と
、
性
暴
力
の
よ
う

に
直
ち
に
、
疑
い
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
相
談
が
あ
っ
た
時

点
で
報
告
す
る
も
の
と
対
応
が
若

干
の
相
違
が
あ
り
ま
す
。

　
ば
ん
な
い
さ
き（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

２
０
２
６
年
の
取
組
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
幼
稚
園
型

Ⅱ
に
お
い
て
国
の
補
助
に
加
え
都

独
自
の
補
助
を
開
始
予
定
と
承
知

し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
明
ら
か
に

な
り
次
第
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
小
学
校
統
合
後
の
通
学
路

へ
の
配
慮
及
び
ト
イ
レ
整
備
に
つ

い
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
統
合
に
よ
っ

て
通
学
距
離
、
時
間
が
長
く
な
る

児
童
の
た
め
に
、
統
合
に
関
す
る

説
明
会
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
立
総
合
体
育
館
の

休
館
に
向
け
た
具
体
的
な
対
応
方

針
と
受
入
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
代

替
施
設
と
し
て
、
市
内
既
存
ス
ポ

ー
ツ
施
設
等
の
利
用
に
つ
い
て
調

整
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

加
え
、
学
校
体
育
館
開
放
に
つ
い

て
も
状
況
に
応
じ
て
利
用
い
た
だ

け
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

用語の解説 本文中の青文字の解説です

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
／

歴
史
教
育
／
香
害

市
職
員
人
財
確
保 

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

も
っ
と
子
供
に
優 

し
い
ま
ち
づ
く
り

団
地
再
配
置
で

ミ
ラ
イ
を
創
れ

擁
壁
・
夜
間
中
学

・
野
津
田
公
園

◎アンダーパス� 【２面】
　交差する鉄道や道路などの下を通過するため、周
辺の地面よりも低くなっている道路のこと。近年、
全国各地で多発する集中豪雨（ゲリラ豪雨）により、
アンダーパスの冠水により車両が水没するなどの重
大な事故が発生している。
◎ TKB48� 【２面】
　トイレ（T）、キッチン（K）、ベッド（B）を、
避難所に48時間以内に整えることを常識にする、と
いう取り組みのキャッチフレーズ。
◎水の官民連携� 【３面】
　水道・下水道などの水インフラの維持管理や更新
において、行政と民間企業が協力して取り組む官民
連携の手法。民間企業が持つ技術力・ノウハウ・効
率的な運営手法を活用することで、安全で持続可能
な水インフラを将来にわたって確保することを目的
としている。
◎幼稚園型Ⅱ� 【４面】
　幼稚園において、保育を必要とする０～２歳児の
受け皿として、定期的な預かりを行う事業。

災
害
支
援
派
遣
は 

町
田
市
で
判
断
を

脱
プ
ラ
／
グ
リ
ー 

ン
イ
ン
フ
ラ
推
進

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
廃 

止
を
見
直
す
べ
き

名
建
築
に
選
定
さ

れ
た
市
立
博
物
館

忠
生
ス
ポ
／
犬
猫 

／
子
ど
も
の
健
診

不
適
切
指
導
・
暴 

力
疑
い
は
報
告
を
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★令和８年（２０２６年）第3回定例会議案審議結果一覧表� ※佐藤和彦議員は議長のため、可否同数の場合に議長裁決により議決します。

○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだみらい
（6人）

選ばれる町田
をつくる会
（6人）

自由民主党・
日本維新の会
（6人）

公明党
（5人）

日本共産党
（4人）

無所属
（4人） 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
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★　市　長　提　出　議　案
第66号 令和８年度（２０２６年度）町田市一般会計補正予算（第２号） 可　決�

（全員一致）〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8月27日

第67号 令和８年度（２０２６年度）町田市一般会計補正予算（第３号） 可　決�
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第68号 令和８年度（２０２６年度）町田市国民健康保険事業会計補正予
算（第１号）

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第69号 令和８年度（２０２６年度）町田市介護保険事業会計補正予算
（第１号）

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第70号 令和８年度（２０２６年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正
予算（第２号）

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第71号 令和８年度（２０２６年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会
計補正予算（第１号）

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第72号 令和８年度（２０２６年度）町田市下水道事業会計補正予算（第２
号）

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第73号 令和８年度（２０２６年度）町田市病院事業会計補正予算（第１号） 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第74号 町田市認可地縁団体に関する印鑑条例の一部を改正する条
例

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第75号 町田市印鑑条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第76号 町田市市民農園条例を廃止する条例 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第77号 町田市七国山ファーマーズセンター条例を廃止する条例 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第78号 町田市景観条例の一部を改正する条例 可　決�
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第79号 東京都市公平委員会共同設置規約の変更について 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8月27日

第80号 市民文学館ことばらんど機械設備改修工事請負契約 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第81号 鶴川駅南北自由通路昇降設備等整備工事請負契約 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8月27日

第82号 町田市立町田第五小学校ほか１０校給食室空気調和設備設置
工事（設計施工一括発注方式）請負契約

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第83号 小山市民センター電気設備改修工事請負契約の変更契約 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第84号 住居表示を実施する市街地の区域及び当該区域内の住居表
示の方法

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第85号 市道路線の認定について 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第86号 市道路線の廃止について 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第87号 町田市民ホール及び町田市鶴川緑の交流館の指定管理者の
指定について

可　決�
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 9月30日

第88号 町田市立室内プールの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第89号 木曽子どもクラブの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第90号 町田市立鶴川駅前図書館の指定管理者の指定について 可　決�
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第91号 町田市一般廃棄物指定収集袋購入（単価契約）の変更 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月8日

第92号 野津田公園スケートパーク整備工事請負契約 可　決�
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × 〇 × 〇 〇 9月30日

第93号 土地の買入れについて（相原地区資源ごみ処理施設（町田都
市計画ごみ処理場第３号町田市西部資源化センター））

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第94号 人権擁護委員候補者の推薦につき同意方について 同　意�
（簡易表決）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

報告第6号 道路上における物損事故に係る損害賠償額の専決処分の承認を求めることについて
承　認�

（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8月27日

認定第1号 令和７年度（２０２５年度）町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算認定について
認　定�

（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

認定第2号 令和７年度（２０２５年度）町田市下水道事業会計決算認定について
認　定�

（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

認定第3号 令和７年度（２０２５年度）町田市病院事業会計決算認定について
認　定�

（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

★　議　員　提　出　議　案
第13号 交通事故等による被害を受けた胎児に係る法整備を求める

意見書
可　決�

（賛成多数）〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 9月30日

第14号 米国政府によるＩＣＣ赤根所長らへの制裁に抗議し、撤回を求
めるとともに、ＩＣＣへの支持と支援を求める意見書 否　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 × × 9月30日

第15号 国民健康保険の国庫負担割合の引き上げを求める意見書 否　決 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 9月30日
第16号 国際刑事裁判所の独立及び活動を支持する決議 可　決�

（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 9月30日

第17号 米国産生食用ジャガイモの全面輸入解禁の手続きは中止
し、日本の農業を守ることを求める意見書 否　決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × × 9月30日

第18号 夏休み中の子どもの貧困対策および緊急セーフティネット
の強化を求める意見書

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第19号 「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携強化および防
災体制の抜本的強化を求める意見書

可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第20号 化学物質過敏症に関する対策強化を求める意見書 可　決�
（全員一致）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9月30日

第21号 ゲノム編集食品の表示義務化を求める意見書 否　決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 9月30日
★　請　願
第8号 野津田公園スケートパークの予算の執行を一時とめて、市

民と話し合う場所を求める請願 不採択 × × × ×
議
長

× × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 9月30日

第15号 一人一人の子どもの命の重みを配慮して成瀬小学校通学路の
「クリエイトの交差点」に「信号見守り員」の配置を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 9月30日

第16号 野津田公園スケートパークを、利用者にとって安全で魅力
ある施設とするため、建設場所の再検討を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 9月30日

第17号 ゲノム編集食品の表示義務化を国に求める意見書提出につ
いての請願

採　択�
［※議長裁決］〇 〇 〇 〇〇〇 × 〇 × 〇 〇 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 9月8日

第18号 夏期学校プール開放事業の再検討を求める請願 不採択 〇 〇 〇 〇議長〇 × 〇 × × 〇 〇 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 9月30日

 　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテ
ープ版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行
しています。ご希望の方
は、議会事務局調査法
制係（☎042‒724‒4049）
までお申し込みください。

申込内容
・希望する派遣の種類
　（手話通訳又は要約筆記）
・住所
・氏名
※ 申込者以外にも手話通訳及び
要約筆記を希望される方がいる場
合は、他○名と記載してください。
・傍聴希望日時又は内容
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● 成年後見制度については、本人の判断能力や支援の必要性に応じて、後見・保佐・補
助を適切に選択し、本人の意思と尊厳を尊重した運用が求められる。

　　市は、必要なときに必要な範囲で利用できる制度への見直しや、デジタル遺言制度
を含む国の法改正の動向を注視するとともに、身寄りのない高齢者や障がい者に寄
り添った相談・支援体制の充実と、成年後見制度のさらなる周知に取り組まれたい。

● 民生委員の活動内容を市民に周知し、欠員の解消を図るため、積極的に取り組まれた
い。

● ケースワーカーが、安心して生活困窮者の相談にのれるよう、増員など体制の強化を
図られたい。

● ゲートキーパー養成講座について、より多くの市民が受講できるよう、オンライン開
催の特性を生かし、募集人数や開催方法の工夫など受講機会の拡充を図られたい。

● 産後ケアの利用者の声やニーズを踏まえ、経産婦を含め、希望する方が安心して利用
できる受け入れ体制及び利用環境のさらなる充実を図られたい。

● プレママパパクラスの開催においては、男性の参加率向上も目指し、土日開催やオン
ライン等も検討され、外部委託化も含め、より利用しやすくなるよう体制づくりに
努められたい。

● 国民健康保険事業会計において、市はデータヘルス計画に基づき、ＡＩを活用した受
診勧奨など、特定健康診査や特定保健指導に関する先駆的な取組を進めている。そ
の実施内容や効果を広く市民に周知するとともに、ＡＩの分析結果をより効果的な
受診勧奨や保健事業につなげ、特定健康診査の受診率向上に向けて、より一層取り
組まれたい。

● 要介護度改善ケア奨励事業においては、高齢者をとりまく環境の変化を見据え、要介
護度改善につながるより効果的な取組となるよう、事業内容や対象者の見直しを図
られたい。

● ジェネリック医薬品使用の啓発に向けて取り組まれたい。

【認定第３号】
● 小児、周産期救急をはじめ、公立病院として担うべき政策的医療及び不採算部門につ
いては、借入金でなく、負担金とするよう検討されたい。

● 市民病院の食事においては、尚一層喫食者の意見を反映させた食事づくりに努められ
たい。

● 郵送業務について、発送方法の見直しをさらに進め、郵送料の上昇も踏まえ、市民の
利便性に配慮しながら、郵送件数及び郵送経費の削減に努められたい。

● 指定管理者等に対する労働条件（環境）審査及びモニタリングに際し、労働関係法令
の頻繁な改正に適応すべく、研修などの取組を強化されたい。

● 女性管理職の拡大にさらに取り組まれたい。
● 職員のメンタルヘルス対策について、早期相談や休職予防、円滑な職場復帰及び復職
後の定着まで切れ目のない支援を充実されたい。

● 工事請負契約締結に際し、各種施策（余裕期間制度、発注時期の平準化、入札制度の
逐次見直し等）を最大限活用し、意欲ある市内事業者の活用を積極的に進められたい。

● ＤＸの推進にあたっては、利用状況や市民の声を踏まえ、市民が利便性の向上を実感
できる行政サービスにつなげられたい。

● 生成ＡＩの業務活用に際し、そのメリット・リスクを周知徹底し、組織としての業務
最適化はもちろんのこと、職員個人の能力向上に資するよう取り組まれたい。

● 次世代自動車導入促進と導入費低減に向けた検討に努められたい。
● 経営改革については、業務改善に取り組んだ件数だけでなく、改善後の業務時間や経
費の削減、市民サービスへの効果についても継続して検証されたい。

● 明るい選挙推進委員の増員と特に若年者採用に取り組まれたい。
● 勤労者福祉サービスセンターについては、加入事業所数の減少が続いていることから、
魅力向上に努め、加入促進及び自主財源の確保など持続可能な運営に取り組まれたい。

● 町田市文化交流センターの稼働率向上に向けては、利用者の声を聞き、その改善に努
められたい。

● 「町田リス園基本計画」策定に当たっては、運営法人や通所者の意向を十分尊重され
たい。

● 消防団員定数割れが３年連続で継続している。具体的な数値目標を設定した上で、若
手・女性団員の獲得に向けた取組を強化されたい。

● 消防団員の負担軽減のため、報告書等の事務作業についてのデジタル化を推進された
い。

● 自主防災組織への加入世帯数・補助金交付額が減少傾向にある。申請忘れ等への周知
にとどまらず、若い世代・単身世帯等への加入促進策を具体的に講じられたい。

● 自主防災組織や町内会・自治会等で避難訓練などが行えない組織や地域の調査を行い、
実態を把握されたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

� など計７８件の意見を附帯決議として付しました。� など計７０件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約2,097億円

歳入合計額
209,725,072,508円

令和７年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
32,131,905,848円（15.3％）
その他
32,131,905,848円（15.3％）

市債
5,551,000,000円（2.7％）
市債
5,551,000,000円（2.7％）

繰入金
11,815,565,973円
（5.6％）

繰入金
11,815,565,973円
（5.6％）

地方消費税交付金
11,367,674,000円（5.4％）
地方消費税交付金
11,367,674,000円（5.4％）

都支出金
31,208,539,051円
（14.9％）

都支出金
31,208,539,051円
（14.9％）

市税
74,840,883,374円
（35.7％）

市税
74,840,883,374円
（35.7％）

国庫支出金
42,809,504,262円（20.4％）
国庫支出金
42,809,504,262円（20.4％）

歳出合計
約2,028億円

歳出合計額
202,880,996,944円

令和７年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

民生費
103,202,105,969円
（50.9%）

民生費
103,202,105,969円
（50.9%）

商工費 1,035,508,002円
議会費 618,198,137円
農林費 292,949,020円
労働費 37,805,022円

その他
1,984,460,181円（1%）

総務費
33,328,661,301円（16.4%）

教育費
19,005,476,385円
（9.4%）

衛生費
16,891,518,733円
（8.3%）

土木費
14,503,736,173円
（7.1%）

公債費
8,776,226,108円
（4.3%）

消防費
5,188,812,094円（2.6%）

≪町田市の決算書
　のページ≫
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２
６
年

度
）
町
田
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

９月９日・１０日・１６日
に議案５件、認定１件
の審査を行いました。

９月９日・１０日・１６日
に議案５件、認定２件
の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和７年度 決算を審査
　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。

町
田
市
市
民
農
園
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
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～常任委員会の活動状況～

● 監査意見書はしっかりと目を通し、当てはまることがないか、確認してもらいたい。
● リチウムイオン電池等による火災防止のために、引き続き啓発活動の実施に努める
と同時に、検知装置等、除去する仕組みの導入も進められたい。

● ごみの減量を引き続き推進するとともに、多摩26市の中で低い水準にある資源化率
の向上に向け、容器包装プラスチック及び製品プラスチックの資源化や、燃やせ
るごみに混入しているリサイクル可能な古紙の分別・回収を着実に進めるなど、
さらなる資源化施策の充実に努められたい。

● 生ごみ処理機等購入補助金については、家庭から排出される生ごみの減量・資源化
を推進することを目的としていることから、資源化された生成物の回収・活用に
ついても検討されたい。

● 資源のさらなるリユースのため民間との協業をさらに進められたい。
● 雨水浸透設備や雨水貯留設備の拡充とあわせて、グリーンインフラ導入も検討し、
雨水流出抑制対策の推進を図られたい。

● 道路補修については、事後的な流用対応を減らすためにも、近年の自然災害の状況
も踏まえ、「路面下空洞調査」など、予防保全型の調査・対策についても積極的に
検討されたい。

● 土地境界図等の発行については、オンライン化の検討を進められたい。
● 住居表示を進める際は、地番整備も、一緒に行われるよう努められたい。
● 遊具の定期点検表について、ＪＰＦＡの項目から除外しているものがないか、点検
結果をより分かりやすく記載する方法がないか、見直しを検討されたい。

● 木曽山崎地区まちづくりについては、団地住民が安心して住み続けられるコンセプ
トを検討されたい。

【認定第２号】
● 老朽化が進む下水道管路の維持管理・更新について、市職員に必要な技術力を維持
・継承しつつ、民間事業者の技術やノウハウを活用し、予防保全及び維持管理と
更新の一体化を図るため、ウォーター PPPの導入を着実に推進されたい。

● 国庫補助金について増額を要請されたい。
● 昨年の決算認定でも付された付帯決議の「効率化・経費削減」の成果を市民にもわ
かりやすく示すと共に、民間との協業効果が確実な手法を導入し市民の負担が増
加しないよう努められたい。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● 町内会の負担を軽減するため、引き続き、町内会活動のデジタル化を支援する取組
の推進に努められたい。

● 認可保育所等の待機児童数が増加していることを踏まえ、保育需要を的確に把握し、
さらなる待機児童対策を進められたい。

● 学童保育クラブ毎に施設環境は異なるので、運営者の声を聞きながら、施設整備及
び備品について、恒久策と応急策を丁寧に整理されたい。

● 大地沢自然交流サイトは順調に利用者が増えているが、さらにイベントや使い勝手
などを充実させ、名所化に向け尽力されたい。

● 発達検査の実施にあたっては、待ち時間のさらなる短縮に努めるとともに、早期の
支援開始に向けた相談・受入体制の拡充を図られたい。

● 市民のニーズに即した学習会等が実施できるよう、消費生活センター運営協議会へ
のさらなる支援に努められたい。

● 副校長補佐の配置の拡充をされたい。
● 中学校給食の生徒への「満足度調査」を継続し、得られた意見を活かして献立の改
善や環境改善などに取り組み、利用者満足度向上に向け、引き続き努力されたい。

● 中学校の部活動地域連携・地域展開については、部活動指導員を市がさらに確保し、
学校、保護者の声をよく聞いて受け止め、現場の負担軽減と、保護者が負担する
部活動費の補助金拡充に努められたい。

● hyper- ＱＵを更に活用されたい。
● 考古資料室について、デジタルミュージアムの成果を実際の史跡見学等へつなげる
ため、市内遺跡を紹介する動画コンテンツ等の拡充および現地への誘引施策を講
じられたい。

● 市民ホールについては、施設利用率及び入場者数が目標を下回っている要因を分析
し、利用率向上に向けた取組を進められたい。

● 図書館プランナー事業において、継続して参加する高校生、学生などが増えていく
よう、工夫して取り組まれたい。

● 町田市民文学館においては、ペーパーレス化によるコスト削減効果やＳＮＳ等の周
知効果を評価・分析し、デジタルと紙媒体の最適なバランスを図りながら効果的
な広報を展開されたい。

● 各部所管施設における利用者向けWi-Fi については、施設の利用実態を踏まえ、
必要な施設への整備を進められたい。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

� など計１０６件の意見を附帯決議として付しました。� など計６０件の意見を附帯決議として付しました。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

と
い
う
段
階
だ
と
思
う
。
い
わ
ゆ

る
民
間
施
行
で
言
え
ば
準
備
組
合

と
い
う
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て

い
き
、
都
市
計
画
決
定
と
い
う
流

れ
に
な
っ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
ま
だ
法
的
に

担
保
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、

協
議
の
段
階
と
い
う
中
に
お
い
て
、

こ
う
い
っ
た
土
地
の
先
行
取
得
と

い
う
こ
と
が
適
切
な
の
か
が
非
常

に
疑
問
に
な
る
。
そ
の
あ
た
り
は

ど
う
い
っ
た
理
由
に
な
る
の
か
。

　
中
心
市
街
地
開
発
推
進
室
長　

こ
の
土
地
が
取
引
さ
れ
て
仮
に
新

し
い
建
物
が
建
っ
た
場
合
に
は
、

い
ず
れ
開
発
事
業
が
事
業
化
さ
れ

る
段
階
で
、
新
し
い
地
権
者
と
協

議
す
る
際
に
、
非
常
に
困
難
に
な

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
い

う
ち
に
市
の
ほ
う
で
取
得
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
う
い
う
リ
ス
ク

を
回
避
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
す
。

お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
を
中
止
に
し
て
ま
で
設
置

を
早
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
遅
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
期
間
を
延
長
し

て
、
影
響
が
な
い
範
囲
で
調
整
を

す
る
こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
及
び
町
田

市
鶴
川
緑
の
交
流
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
委
員　
財
務
の
評
価
を
す
る
専

門
家
な
し
で
選
定
会
議
を
行
う
こ

と
、
評
価
す
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
の
か
。

　
文
化
振
興
課
長　
非
公
募
で
選

定
を
行
う
手
続
は
、
町
田
市
指
定

管
理
者
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
て
、

施
設
所
管
部
は
部
内
選
定
会
議
等

に
お
い
て
公
募
選
定
と
同
様
の
採

点
表
を
用
い
て
提
案
書
を
採
点
し
、

最
低
基
準
点
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
選
定
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
委
員　
同
地
区
内
で
複
数
の
不

動
産
取
引
が
行
わ
れ
、
宅
地
開
発

や
建
物
の
更
新
が
進
ん
で
い
る
状

況
を
考
慮
し
、
今
回
の
土
地
取
得

を
す
る
と
い
う
説
明
だ
が
、
具
体

的
に
ど
う
い
っ
た
動
き
が
あ
る
か
。

　
中
心
市
街
地
開
発
推
進
室
長　

市
と
し
て
は
、
21
年
か
ら
ま
ち
づ

く
り
勉
強
会
を
開
始
し
て
地
権
者

と
一
緒
に
協
議
を
続
け
て
き
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
26
年
度
ま
で
の

間
で
幾
つ
か
森
野
住
宅
周
辺
地
区

の
土
地
が
売
買
さ
れ
て
、
実
際
に

ア
パ
ー
ト
だ
っ
た
り
と
か
建
物
が

建
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
今
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

勉
強
会
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
委
員　
多
く
の
市
内
事
業
者
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
受
注
機
会
の

確
保
と
い
う
観
点
も
重
要
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い

っ
た
考
え
で
設
定
し
て
い
っ
た
か
。

　
保
健
給
食
課
長　
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
の
評
価
項
目
に
は
市
内
業

者
の
活
用
も
評
価
対
象
と
し
て
お

り
、
受
託
事
業
者
か
ら
も
積
極
的

に
市
内
専
門
業
者
を
活
用
し
て
い

く
旨
の
提
案
を
頂
戴
し
て
い
ま
す

の
で
、
提
案
に
基
づ
い
て
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
委
員　
工
事
期
間
が
延
び
、
お

弁
当
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
給
食
提

供
に
影
響
が
な
い
よ
う
、
ど
の
よ

う
に
認
識
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
保
健
給
食
課
長　
安
全
安
心
な

８月２７日、９月１１日・１４日・
１８日に議案１０件、認定２件、
請願２件の審査を行いました。

９月１１日・１４日・１８日に議
案８件、認定１件、請願２
件の審査を行いました。文教社会建　設

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、
市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出された意見については、議会活
動に反映させていただきます。10月までに開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会

9月25日 町田市障がい児者自立支援
研究・研修会

様々な障がいの特徴に応じた
防災対策についての説明と対
策案 　等

総務

9月28日 まちされん 町田市における障害福祉の状
況についての説明　等 健康福祉

9月28日
公益社団法人東京都柔道整
復師会　町田支部
町田市柔道整復師会

活動報告について 健康福祉

9月28日 東京養育家庭の会 養育家庭についての意見交換 文教社会

町
田
市
立
町
田
第
五
小
学
校

ほ
か
10
校
給
食
室
空
気
調
和

設
備
設
置
工
事
（
設
計
施
工

一
括
発
注
方
式
）
請
負
契
約

令
和
８
年
度
（
２
０
２
６
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

～
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
～

第
76
号
議
案
　
町
田
市
市
民

農
園
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
農
地
の
使
用
貸
借
契
約
の
満
了

に
伴
い
、
市
民
農
園
を
閉
園
す
る

た
め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

第
79
号
議
案
　
東
京
都
市
公

平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　
東
京
都
市
公
平
委
員
会
を
共
同

設
置
す
る
団
体
が
名
称
変
更
し
た

こ
と
に
伴
い
、
東
京
都
市
公
平
委

員
会
共
同
設
置
規
約
を
変
更
す
る

た
め
、
提
出
す
る
も
の
で
す
。

第
81
号
議
案
　
鶴
川
駅
南
北

自
由
通
路
昇
降
設
備
等
整
備

工
事
請
負
契
約

　
鶴
川
駅
周
辺
再
整
備
事
業
に
伴

い
、
円
滑
な
通
行
と
交
通
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

第
84
号
議
案
　
住
居
表
示
を

実
施
す
る
市
街
地
の
区
域
及

び
当
該
区
域
内
の
住
居
表
示

の
方
法

　
住
所
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
森
野
六
丁
目
地
区
に
つ
い
て
、

住
居
表
示
実
施
区
域
及
び
そ
の
方

法
を
定
め
る
も
の
で
す
。

第
85
号
議
案
　
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

　
開
発
行
為
に
伴
い
築
造
さ
れ
た

道
路
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も

の
で
す
。

第
86
号
議
案
　
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て

　
道
路
と
し
て
機
能
の
な
い
路
線

等
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

委員会の付託された議案等を審査
　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各常任委員会の主な審査状況をお知らせします。
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この広報紙は ６５，８５０部作成し、１部当たりの単価は ２６円です。（職員人件費を含みます。）

◎
９
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：２１６名

月

日

内
　
　
容

８
２７
㊍
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
建
設
）

２０

２８
㊎
議
案
説
明
会

１

９
１
㊋
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

１５

２
㊌

本
会
議（
一
般
質
問
）

１８

３
㊍

９

４
㊎

３７

７
㊊

３１

８
㊋
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

４

９
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１０
㊍

３

１１
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

４５

１４
㊊

３

１６
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１８
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

３０
㊌
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

３０

議員提出議案

意見書・決議意見書・決議（要旨）（要旨）
　本定例会では意見書４件・決議１件
を可決し、議長名で関係行政庁等へ提
出しました。要旨は次のとおりです。

交
通
事
故
等
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
胎
児
に
係
る
法
整
備

を
求
め
る
意
見
書

化
学
物
質
過
敏
症
に
関
す
る

対
策
強
化
を
求
め
る
意
見
書

国
際
刑
事
裁
判
所
の
独
立
及

び
活
動
を
支
持
す
る
決
議

夏
休
み
中
の
子
ど
も
の
貧
困

対
策
お
よ
び
緊
急
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書

「
防
災
庁
」
発
足
を
見
据
え

た
地
方
自
治
体
と
の
連
携
強

化
お
よ
び
防
災
体
制
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

「町田市議会だより」はアプリ等でもご覧いただけます
　「町田市議会だより」は、「マチイロ」、「TAMA ebooks」
で電子書籍版を掲載しています。
　また、市議会ホームページ上で、ＰＤＦ形式もご覧い
ただけます。
　右の市議会ホームページ内のリンクよりご覧ください。

　

胎
児
の
生
育
状
況
が
医
学
的
に

把
握
で
き
る
現
代
に
被
害
発
生
時

点
に
よ
っ
て
法
的
評
価
や
取
扱
い

に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
次
の
事
項
の
速
や
か
な
実

施
を
強
く
要
望
す
る
。
①
胎
児
が

出
生
後
に
死
傷
し
た
時
、
自
動
車

運
転
処
罰
法
等
の
処
罰
規
定
に
つ

い
て
刑
法
上
の
見
直
し
も
含
め
た

議
論
を
行
う
こ
と
。
②
死
傷
し
た

胎
児
も
刑
事
訴
訟
法
の
犯
罪
被
害

者
参
加
制
度
に
お
け
る
被
害
者
と

し
て
の
地
位
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

運
用
改
善
を
図
る
こ
と
。
③
交
通

事
故
で
出
生
前
に
障
害
を
負
っ
た

子
供
と
家
族
が
一
生
涯
医
療
や
福

祉
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
自
賠
責
保

険
制
度
の
拡
充
、
公
的
な
被
害
者

支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

町
田
市
議
会
は
、
国
際
刑
事
裁

判
所
の
独
立
及
び
活
動
を
断
固
と

し
て
支
持
す
る
と
と
も
に
、
赤
根

智
子
裁
判
所
長
が
国
際
刑
事
司
法

の
独
立
と
公
正
を
体
現
し
つ
つ
、

そ
の
重
責
を
毅
然
と
し
て
担
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬

意
と
力
強
い
連
帯
の
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
日
本
国
政
府
に
対
し
、
赤

根
智
子
裁
判
所
長
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
刑
事
裁
判
所
関
係
者
が
い

か
な
る
威
嚇
又
は
不
当
な
干
渉
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
職
責
を

全
う
し
得
る
よ
う
、
加
盟
国
そ
の

他
関
係
諸
国
と
緊
密
に
連
携
し
つ

つ
、
国
際
刑
事
司
法
の
維
持
及
び

強
化
並
び
に
法
の
支
配
に
立
脚
し

た
国
際
秩
序
の
確
立
に
向
け
、
一

層
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

長
引
く
物
価
高
騰
や
夏
休
み
中

の
学
校
給
食
の
停
止
に
よ
り
、
子

ど
も
の
欠
食
や
栄
養
不
足
、
猛
暑

に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
、
家
庭
の
孤

立
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
涼
し
い
居
場
所
と
食
を
確
保
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
が
る
「
夏
休

み
こ
ど
も
緊
急
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
」
の
早
期
確
立
の
た
め
次
の
事

項
を
求
め
る
。
①
身
近
な
公
共
施

設
の
拠
点
化
と
涼
し
い
居
場
所
・

食
の
確
保
。
②
地
域
に
お
け
る
食

料
供
給
ラ
イ
ン
の
強
化
と
政
府
備

蓄
米
の
活
用
。
③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
支
援
と
情
報
発
信
の
強
化
。
④

困
窮
世
帯
向
け
「
子
ど
も
の
学
習

・
生
活
支
援
事
業
」
の
拡
充
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

近
年
の
、
自
然
災
害
の
激
甚
化

・
複
雑
化
を
踏
ま
え
、
「
防
災

庁
」
発
足
を
機
に
、
国
と
地
方
自

治
体
の
連
携
強
化
及
び
、
最
新
の

災
害
教
訓
を
踏
ま
え
た
実
効
性
あ

る
以
下
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

①
猛
暑
期
の
避
難
生
活
に
お
け
る

衛
生
環
境
の
改
善
と
ト
イ
レ
対
策
。

②
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
の
医

療
・
福
祉
チ
ー
ム
の
早
期
・
広
域

派
遣
。
③
被
災
自
治
体
へ
の
総
合

調
整
人
材
の
派
遣
と
受
援
体
制
の

強
化
。
④
ガ
ソ
リ
ン
等
緊
急
用
燃

油
の
安
定
・
優
先
供
給
体
制
の
確

立
。
⑤
複
合
災
害
・
二
次
災
害
防

止
に
向
け
た
監
視
・
警
戒
体
制
の

徹
底
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

化
学
物
質
過
敏
症
は
、
香
料
や

柔
軟
剤
、
農
薬
、
建
築
材
料
等
の

微
量
な
化
学
物
質
に
反
応
し
、
頭

痛
や
倦
怠
感
、
呼
吸
困
難
な
ど
が

生
じ
、
就
労
・
就
学
や
日
常
生
活

に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
一

方
、
診
断
基
準
や
専
門
医
療
体
制

が
十
分
で
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
に
対
し
次
の
対
策
を
強
く
求
め

る
。
①
全
国
的
な
疫
学
・
実
態
調

査
の
実
施
。
②
客
観
的
診
断
基
準

の
確
立
と
専
門
医
療
体
制
の
整
備
。

③
学
校
・
公
共
施
設
等
の
環
境
対

策
と
「
香
害
」
啓
発
の
推
進
。
④

就
労
・
就
学
現
場
に
お
け
る
「
合

理
的
配
慮
」
の
提
供
徹
底
と
環
境

整
備
。
⑤
相
談
支
援
体
制
の
構
築

と
社
会
的
理
解
の
促
進
。
⑥
発
症

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
、
治
療
・
予
防

法
確
立
へ
の
研
究
支
援
強
化
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

町
田
市
立
室
内
プ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

議
員　
指
定
管
理
料
の
算
定
に

あ
た
り
、
今
後
見
込
ま
れ
る
人
件

費
や
物
価
の
上
昇
を
ど
の
よ
う
に

考
慮
さ
れ
た
の
か
。

　

総
務
部
長　
市
と
指
定
管
理
者

は
基
本
協
定
書
を
締
結
し
、
指
定

管
理
期
間
中
に
お
け
る
物
価
や
金

利
、
需
要
の
変
動
に
伴
う
経
費
の

増
減
は
指
定
管
理
者
の
負
担
と
規

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
指

定
管
理
者
は
応
募
時
の
提
案
に
て
、

原
則
と
し
て
上
昇
分
を
見
込
ん
だ

各
年
度
の
指
定
管
理
料
を
算
出
し
、

こ
の
金
額
を
含
め
た
提
案
内
容
を

施
設
所
管
部
署
が
総
合
評
価
に
よ

り
指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
し
、

そ
の
金
額
は
指
定
期
間
の
指
定
管

理
料
と
な
り
ま
す
。

　

議
員　
工
事
に
お
い
て
イ
ン
フ

レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
が
あ
る
が
、
指

定
管
理
も
市
と
し
て
何
か
統
一
的

な
基
準
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
結
果
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

　

総
務
部
長　
基
本
協
定
書
に
て
、

指
定
管
理
期
間
中
に
お
け
る
物
価

や
金
利
、
需
要
の
変
動
に
伴
う
経

費
の
増
減
は
指
定
管
理
者
の
負
担

と
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
収
支

計
画
に
多
大
な
影
響
を
生
じ
た
場

合
に
は
、
両
者
で
協
議
で
き
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容

は
、
全
庁
的
な
指
針
と
し
て
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
際
に
活

用
し
て
い
る
基
本
協
定
書
の
標
準

様
式
に
明
記
し
て
い
る
も
の
で
、

市
の
統
一
的
な
基
準
に
該
当
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
９
回
目
と
な
る
高
校
生

と
町
田
市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１１
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

１３
時
３０
分
～
１６
時

■
内
容　

以
下
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
①
「
町
田
が
も
っ
と
良

い
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は
？
」

　

テ
ー
マ
②
「
投
票
に
行
く
人
と

行
か
な
い
人
の
差
は
な
ん
だ
ろ
う

？
」

※
詳
細
は
、
町
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

過
去
に
開
催
し
た
際
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
動
画
や
写
真
等
も
公
開
し
て

い
ま
す
。
高
校
生
と
市
議
会
議
員

の
活
気
あ
る
意
見
交
換
の
雰
囲
気

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
の
会
派
別
収
支

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲市議会だより
　のページ

会
派
の
動
き

【
会
派
脱
退
】

　

［
ま
ち
だ
み
ら
い
］

　
　

森
本　

せ
い
や

　
　
　
　
　

（
８
月
２４
日
付
）

【
会
派
結
成
】

　

［
諸
派
］

　
　

森
本　

せ
い
や

　
　
　
　
　

（
８
月
２４
日
付
）

本
会
議
の　

本
会
議
の　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

政
務
活
動
費
の

政
務
活
動
費
の

収
支
報
告
に
つ
い
て

収
支
報
告
に
つ
い
て

第
９
回

高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

の
開
催
に
つ
い
て

前回の意見交換会の様子≪意見交換会のページ≫

ぜひ
　ご覧ください！！

ダイジェスト動画も
公開中！

≪政務活動費
のページ≫

令和７年度政務活動費会派別収支報告一覧表
（単位：円）

会派名 まちだ市民クラブ 自由民主党 公明党 日本共産党 選ばれる町田を
つくる会 無所属

諸派
（おぜき重太郎・
矢口まゆ）

諸派
（熊沢あやり）

諸派
（中川幸太郎）

諸派
（秋田しづか）

所属議員数※1 6人 6人 5人 4人 3人 3人 2人 1人 1人 1人

交付月数

令和7年5月20日付で1人辞
職、令和8年2月8日付で1人辞
職のため、7人は12ヶ月分、１
人は辞職までの2ヶ月分、１人
は辞職までの11ヶ月分

令和7年10月7日付
で1人会派加入の
ため、5人は12ヶ
月分、1人は加入
後の5ヶ月分

令和7年5月20日
付で1人辞職のた
め、5人は12ヶ月
分、1人は辞職ま
での2ヶ月分

12ヶ月分

令和8年2月8日付
で1人辞職のた
め、4人は12ヶ月
分、1人は辞職ま
での11ヶ月分

12ヶ月分 12ヶ月分

令和7年10月
7日付で会派
解散のため、
解散までの7
ヶ月分

12ヶ月分

令和8年2月8
日付で辞職
のため、辞職
までの11ヶ
月分

収入額（交付額）※2 5,100,000 3,900,000 3,720,000 2,880,000 2,820,000 2,160,000 1,440,000 420,000 720,000 660,000

実
支
出
額

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
調査活動費 1,123,166 540,654 1,477,693 42,506 303,514 473,687 28,696 0 46,470 0
研修・研究・
会議費 36,998 21,000 6,000 0 4,000 27,080 0 0 0 104,600

資料作成費 0 0 0 0 0 60 0 0 0 0
資料購入費 365,032 640,141 392,391 163,080 168,626 196,917 0 0 0 8,020
広報費 3,835,032 2,503,561 193,577 1,579,820 2,495,060 1,606,392 610,833 0 0 75,866

通信運搬費 266,785 30,250 259,934 0 257,170 246,607 78,262 0 0 35,772
事務費 350,956 196,750 421,506 419,334 175,933 153,196 0 0 0 32,387
合計 5,977,969 3,932,356 2,751,101 2,204,740 3,404,303 2,703,939 717,791 0 46,470 256,645

残余金（返還額） 0 0 968,899 675,260 0 0 722,209 420,000 673,530 403,355
※１　町田市議会議員選挙により、令和８年３月８日までが任期となっています。年度中に解散した会派については、解散日時点の人数です。
※２　収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて得た金額の月数分です。


